
　

投票所入場券について

　投票所入場券は、圧着封筒１枚に４人まで記載してあります。ミシン目で切り開いてから一人分ずつ切り離し、投票所
へお持ちください。当日の投票所は投票所入場券（封筒の内側）でご確認ください。また、市内全域を順次配達となるため、
告示日までに入場券がお手元に届いていない場合もありますが、7 ページの「投票できる人」に該当する方であれば投票
ができますので、投票所でその旨を申し出てください。

不在者投票制度

　期日前投票のほか、選挙期日当日に投票することが困難な人につきましては、下記のとおり不在者投票制度により投票
ができます。

滞在地で行う投票
仕事などで選挙期間中に関市外に滞在している場合は、事前に選挙管理委員会に投票
用紙を請求することで、滞在地の選挙管理委員会で投票することができます。

指定病院で行う投票
不在者投票施設として指定を受けた病院などに入院または入所している人は、施設の
選挙担当者に申し出ることで、その施設内で投票することができます。

郵便による投票
身体に重度の障がいのある人が郵送によって投票できる制度です。この制度で投票を
するためには事前に手続きが必要となりますので、お早めに選挙管理委員会までお問
い合わせください。

立候補関係者説明会

　下記のとおり立候補関係者説明会を開催します。関市長選挙の立候補の届け出を予定されている関係者の方はご出席く
ださい。なお、各説明会の出席者数は立候補予定者を含め３人以内です。

開催日時 ８月１９日（月） 午後１時３０分から

開催場所 関市役所　６階大会議室

照会先 関市選挙管理委員会　☎ 0575-23-6803

【別表】閉鎖時刻の繰上げ
投票区名 投票所 閉鎖時刻 投票区名 投票所 閉鎖時刻

洞戸南 洞戸事務所 午後 7 時 富之保 武儀生涯学習センター 午後 7 時

洞戸北 洞戸高見集会場 午後 7 時 中之保 武儀事務所 午後 7 時

板取南 板取生涯学習センター 午後 6 時 下之保 道の駅平成 ( 武儀エコピアセンター ) 午後 7 時

板取北 板取田口集会場 午後 6 時 上之保北 上之保行合集会場 午後 6 時

寺　尾 寺尾公民館 午後 7 時 上之保南 上之保生涯学習センター 午後 6 時

選挙公報について

　市選挙管理委員会が発行する選挙公報を新聞の朝刊に折り込んで配布します。選挙公報を折り込む新聞は、中日新聞、
岐阜新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、日本経済新聞（順不同）です。
　これらの新聞を購読されていない方はお手数ですが、市の施設の窓口やふれあいセンター、市内の郵便局、金融機関、
新聞販売店などに選挙公報を置きますので、お受け取りください。また、郵送を希望される方は、市選挙管理委員会まで
ご連絡ください。
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照会先 選挙 管 理 委員会　☎23 - 6 8 03

関市長選挙に関する情報一覧

告示日・投票日
告示日　令和元年９月　８日（日）
投票日　令和元年９月１５日（日）

投票時間
午前７時～午後８時

※一部の投票所では閉鎖時刻の繰上げを行います。（別表）

投票できる人
※欄内の全ての条件を
　満たす人

①選挙人名簿に登録のある人
②令和元年９月７日現在で３カ月以上関市に住民登録されている人
③満１８歳以上の人（平成１３年９月１６日以前に生まれた人）
④禁錮以上の刑を受刑中や選挙犯罪等で選挙権を失権していない人

　転入した人 令和元年６月７日までに関市に転入の届出をした人は、投票をすることができます。

　転出した人 市外へ転出した人は投票できません。

　関市内で転居をした人
令和元年８月２１日以後に関市内で転居をした人は、転居前の住所地で登録されてい
る投票所で投票することになります。

開票所 せきしんふれ愛アリーナ（関市総合体育館）メインアリーナ

開票開始予定時刻 令和元年９月１５日（日）　午後９時より

投票状況速報 午前１０時よりおおむね２時間ごとに市役所掲示板・市ホームページに掲載します。

開票状況速報
開票開始後３０分ごとに、開票所内で放送・掲示をするとともに、市ホームページに
も掲載します。

　任期満了により、関市長選挙を下記のとおり執行する予定です。私たちの暮らしに直接結びつく、地方自治体
の首長を選ぶ選挙です。棄権することなく、大切な一票を投じましょう。

令和元年９月１５日執行予定 関市長選挙

期日前投票制度
　期日前投票制度は、投票日当日に右記のよう
な用務などで投票所に行けない人のために、投
票日前に投票できる制度です。該当する方はぜ
ひご利用ください。

①仕事や冠婚葬祭などのため、投票時間内に投票できない見込みの人
②旅行などの私用で、決められた投票区域内にいない見込みの人
③妊娠や出産、病気、手術などで投票所へ行けない見込みの人

など

期日前投票の期間
関市役所、各地域事務所および西部ふれあいセンター

９月９日（月）～１４日（土）

期日前投票時間 午前８時３０分～午後８時　（臨時期日前投票所を除く）

期日前投票ができる範囲 お住まいの地域にかかわらず、どの期日前投票所でも投票が可能です。

臨時期日前投票所の設置 下記の日時には期間限定で臨時期日前投票所を設置します。

　板取門原集会場 令和元年　９月　９日（月）　午前９時　～　午前１１時３０分

　板取集落センター （門出） 令和元年　９月１０日（火）　午前９時　～　午前１１時３０分

　板取中切集会場 令和元年　９月１０日（火）　午後１時３０分　～　午後４時

　上之保鳥屋市集会場 令和元年　９月　９日（月）　午前９時　～　午前１１時３０分

　上之保つどいの家　 令和元年　９月　９日（月）　午後１時３０分　～　午後４時

　上之保船山集会場 令和元年　９月１０日（火）　午前９時　～　午前１１時３０分

　関商工高等学校（至誠館） 令和元年　９月　９日（月）　午後３時３０分　～　午後６時３０分

期日前投票状況の速報 期間中毎日午後９時ごろに市ホームページに掲載します。
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②【多目的ショップ】

③【市政情報コーナー】

⑤【総合案内】④【交流スペース】

　食料品や物品等を販売出来るスペースです。各課の事業に関連した物品の販売を予定しています。

　ラックに各種イベントや市政に関する様々な資料を設置し、情報発信していきます。自由に閲覧していただけるス
ペースもあります。

　北側の自動ドア付近に移動し、出入りの多い北庁舎西
側からの来庁者にも認知されやすい位置になりました。

※アトリウムの利用時間は原則開庁時の平日の午前8時30分から午後5時15分までです。 

　休憩や打合せ等、どなたでも自由にご利用いただけます。

福祉サービス事業所によるパン販売の様子。
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照会先 管財 課　☎23- 8121（市民協働スペースの使用は市民協働課　☎23-7711）

　令和元年 7 月 1 日から、多くの方にご利用いただけるよう、関市役所アトリウムが新しく生まれ変わりました。
市民協働スペースをはじめ、複数の新たな施設を設置しました。

関市役所アトリウムがリニューアルオープン！

①【市民協働スペース】
　市民が自由に集い、語り合うことができ
る場として利用できます。レイアウトを自
由に変更できるテーブルや、イス、ホワイ
トボードを設置してあります。パソコン、タ
ブレットなどを持ち込んでちょっとした打
合せにもご利用になれます。（詳細は市民
協働課）

　７月１日に開催された市民協働スペースオープニングイベント『認知症の
人にもやさしいまちづくり～市民としてできることを一緒に考えよう～』の
様子。
　参加者からは「大きなホワイトボードと木の空間で、とても雰囲気が良
い。また別の会でも利用したい。」との声も。

09



　夏の風物詩である「花火大会」が、今年は三夜連続で開催されます。「関市民花火大会」、「関市武芸川ふ
るさと夏祭り花火大会」、「津保川花火大会」3つの花火大会が関市の夜空を彩ります。

稲口　津保川河畔(稲口橋下流)

富之保　津保川河畔(新粟野橋上流)

武芸川町八幡　武儀川河畔(宝見橋下流)

関市役所駐車場

武儀生涯学習センター他

武芸川中学校グラウンド　他

8月13日(火)午後7時30分～8時30分※少雨決行
(荒天・増水時は15日(木)に延期)

8月15日(木)午後7時30分～8時30分※少雨決行
(荒天・増水時は17日(土)に延期)

8月14日(水)午後7時30分～8時20分※少雨決行
(荒天・増水時は16日(金)に延期)

　関市の魅力や歴史を振り返りながら、新時代「令和」
へ進んでいく様子を表現した花火が見どころです。ミュー
ジック花火、仕掛け花火、４号玉、特大スターマインなど色
鮮やかな大輪の花火が咲き乱れます。

関市役所駐車場と関市保健センター間を結ぶ無料シャト
ルバスを運行します。（午後5時30分～9時30分）

　昨年の豪雨災害で大きな被害を受けた場所からの打ち
上げとなり、災害復興祈願の思いと新時代への願いを込
めます。打ち上げ会場付近は山々に囲まれており、花火の
音が反響するため、迫力抜群です。

　今年で記念すべき第30回を迎える花火大会。「皆様
の“夢、願い”」をこめてお盆の夜空に花開き、川面にも
色鮮やかに映ります。武儀川にそそぎこまれる銀滝は
幻想的で、見る人のため息を誘い魅了してやみません。

第30回記念うちわ(抽選番号付)を作成しました。また、関西商工会館前駐車場にて、商工会青年
部による協賛イベント「盆踊り大会」、「ビンゴゲーム大会」等を開催します。

協賛イベント「魚のつかみどり」「ビンゴ大会」を開催します。

三夜連続開催！！「関市の夜空を彩る花火大会」

場　　所

場　　所

場　　所

日　　時

日　　時

日　　時

見どころ

見どころ

見どころ

 照 会 先

 照 会 先

 照 会 先

 駐 車 場

 駐 車 場

 駐 車 場

 そ の 他

 そ の 他

 そ の 他

観 光課　☎23 -770 4

武儀 事 務所　☎49 -2121

武芸川ふるさと夏まつり実行委員会（武芸川生涯学習センター内）　☎46-3611

祝 令和元年
第11回関市民花火大会

祝 令和元年 ～平成30年7月豪雨復興祈願～
第6回津保川花火大会

祝 令和元年
第30回記念関市武芸川ふるさと夏祭り花火大会
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　空き家情報バンクとは...空き家の賃貸・売却を希望する人か
ら受けた情報を、空き家を利用したい人に紹介する制度です。

・新しいことにチャレンジできた！・理想の暮らしをスタートできた！

・人が増えて地域に活気が生まれた！
・人が住んでくれて防犯上安心！

・空き家が収入になって嬉しい！

・使ってもらうことで家の老朽化が

　防げた！

空き家情報バンクの登録物件に、市外からの転入者が入居するにあたり、当該物件のリフォーム
を行った場合に、リフォーム費用の一部を助成します。
　対象者：登録物件をリフォームする所有者又は入居者
　補助額：対象経費の１／２　上限額２０万円
※交付には条件がありますので、詳細は企画広報課までお問い合わせください。

ぜひ一度、企画広報課へご相談を！

　秋の乳幼児期家庭教育学級短期コースです。
　3歳以下の乳幼児とその家族が主役となり、学級の企画や運
営を行いながら仲間と交流を図ります。

関市に空き家をお持ちのみなさ～ん！！空き家情報バンクに登録しませんか？

借りる人

地域の人

貸す人

空き家情報バンクリフォーム補助始まりました

乳幼児期家庭教育学級(秋)「いちご学級」受講生募集

  照 会 先

　照会先

企画広 報課　☎23 -929 0

生涯学習課　☎23 -7776

●日時・内容

●場所

●講師

●対象

●定員

●参加費

●申込方法

●申込期間

●受講通知

下表のとおり

わかくさ・プラザ学習情報館など

中部学院大学講師など

未就園児（令和元年8月1日現在、満6ヶ月以上3歳以下）

とその家族

20組※申込み多数の場合は抽選となります。

1組1,000円（保険料込・大人1人、乳幼児1人）乳幼児1人追加ごとに800円増。受講決定後、開級式前にお支払いください。

市ホームページの申込専用ページ（https://www.city.seki.lg.jp/jform/ichigo3108.html）にアクセスして申込

み。右記2次元バーコードからアクセスできます。

8月1日(木)～13日(火)

受講が確定した方には、8月中に郵送にて通知します。

回 日時 内容（予定）
1    9月24日（火）午前10時～11時30分 開級式・子育てサロン「ママトーク」
2 10月15日（火）午前10時～11時30分 育児について知る①「親子体操」
3 11月   5日（火）午前10時～11時30分 みんなで企画「運動会」
4 11月19日（火）午前10時～11時30分 育児について知る②「救急法」講習会
5 12月中旬（火）午前10時～11時30分 クリスマス会・閉級式
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業
の
拡
充
と
新
規
事
業

の
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業
を
開

始
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
で

は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
急
病
な
ど
の
場
合
に
、
通
報
装

置
ま
た
は
無
線
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
非
常
ボ
タ
ン

を
押
す
と
、
消
防
署
に
通
報
で
き
る
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
相
談

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報

で
き
、
保
健
師
も
し
く
は
看
護
師
が
相
談
内

容
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
や
、
本

人
の
希
望
に
応
じ
て
概
ね
月
１
回
、
安
否
確

認
の
電
話
が
入
る
「
お
元
気
見
守
り
コ
ー
ル
」

サ
ー
ビ
ス
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
は
、
高
齢
者
等

見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業
を
７
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
認
知
症
で
行
方
が

分
か
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
を
家
族

が
登
録
し
、
高
齢
者
の
方
の
衣
服
や
持
ち
物

に
バ
ー
コ
ー
ド
の
付
い
た
見
守
り
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
お
く
こ
と
で
、
保
護
さ
れ
た
と
き
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
と
、
速
や
か
に
身
元
確
認
が
で
き
る
も
の

で
す
。

　

今
後
も
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
施
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
展

質
問
　
企
業
間
取
引
（
Ｂ
to
Ｂ
）
へ
の

効
果
は

　

答
弁　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
展
の
開
催
に
よ

る
企
業
間
取
引
（
Ｂ
to
Ｂ
）
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
出
展
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り

分
析
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ス
展
で
は
、
83
社
の
出
展
企
業
と
11
社
の
バ
イ

ヤ
ー
企
業
の
参
加
が
あ
り
、
27
事
業
所
で
68
件

の
商
談
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
商
談
に

よ
り
、
業
務
提
携
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
、
３
事

業
者
で
４
件
、
契
約
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
12
件

あ
り
、「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
展
の
終
了
後
に
お

い
て
も
市
内
の
事
業
所
か
ら
営
業
が
あ
っ
た
」、

「
自
社
製
品
を
異
業
種
の
方
か
ら
想
定
し
て
い

な
い
使
い
方
の
提
案
を
受
け
た
」
な
ど
の
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
製
品
の
セ
ー
ル
ス
や
労
働
力
の
確
保

な
ど
出
展
企
業
が
設
定
し
た
目
標
に
対
す
る
達

成
度
は
、「
目
標
ど
お
り
」、「
目
標
を
上
回
っ
た
」

と
回
答
さ
れ
た
企
業
が
約
７
割
で
、
６
割
を
超

え
る
企
業
か
ら
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
展
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
魅

力
紹
介
、
労
働
力
の
確
保
な
ど
、
企
業
が
様
々

な
目
的
で
参
加
し
、
こ
の
目
的
を
果
た
し
、
満

足
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
議
会
第
2
回
定
例
会
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小
瀬
鵜
飼

質
問
　
今
年
度
の
取
組
と
将
来
の
課
題
は

　

答
弁　

小
瀬
鵜
飼
の
運
営
事
業
者
で
あ
る

関
遊
船
株
式
会
社
に
は
、
岐
阜
県
清
流
の
国
ぎ

ふ
推
進
補
助
金
を
活
用
し
、
今
年
度
、
18
人
乗

り
の
掘
り
ご
た
つ
式
観
覧
船
を
導
入
し
、
お
客

様
の
満
足
度
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
鵜
飼
乗
船
客
の
食
事
メ
ニ

ュ
ー
を
充
実
す
る
た
め
、
市
内
フ
ラ
ン
ス
料
理

店
と
連
携
し
て
洋
風
弁
当
の
販
売
を
始
め
ら
れ

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
込
め
な
か
っ
た
若

年
層
や
女
性
の
鵜
飼
観
覧
客
数
の
増
加
に
繋
が

る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
事
業
で
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
継
続
的
に
行

う
と
と
も
に
、
５
月
に
は
関
鍛
冶
伝
承
館
に
お

け
る
古
式
日
本
刀
鍛
錬
一
般
公
開
と
併
せ
て
、

鵜
匠
に
よ
る
鵜
飼
の
実
演
な
ど
を
実
施
し
、
多

く
の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
７
月
下
旬

に
は
、
名
古
屋
市
の
オ
ア
シ
ス
21
に
お
い
て
、

鵜
飼
の
出
張
実
演
を
行
う
予
定
で
す
。

　

遊
船
事
業
の
継
続
に
は
、
新
規
乗
船
客
の
獲

得
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
乗
船
客
数
の
維

持
が
重
要
で
す
が
、
運
営
面
で
は
、
鵜
舟
や
観

覧
船
を
操
作
す
る
船
頭
の
高
齢
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
将
来
に
向
け
て
、
新
た
な
船
頭

の
育
成
が
小
瀬
鵜
飼
の
存
続
に
必
要
不
可
欠
で

あ
る
た
め
、
関
遊
船
株
式
会
社
に
対
し
、
そ
の

育
成
に
係
る
助
成
金
を
交
付
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策

質
問
　
通
学
路
の
安
全
確
保
は

　

答
弁　

市
で
は
、
小
中
学
校
の
通
学
路
の
安

全
対
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
教
育
関

係
・
公
安
関
係
・
道
路
管
理
者
で
構
成
す
る
関

市
通
学
路
安
全
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
安
全

対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ

り
効
果
的
に
安
全
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
平

成
26
年
11
月
に
「
関
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
危
険
箇
所
の
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

関
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

平
成
29
年
度
ま
で
の
対
策
予
定
箇
所
１
０
０
カ

所
に
、
平
成
30
年
度
の
計
画
見
直
し
に
よ
り
新

た
に
27
カ
所
を
加
え
、
計
１
２
７
カ
所
を
対
策

予
定
箇
所
と
し
て
公
表
を
し
て
お
り
、
こ
の
う

ち
、
昨
年
度
ま
で
に
87
カ
所
の
対
策
が
完
了
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
関
市
通
学
路
安
全
対
策
協
議
会
に
、

保
育
園
関
係
者
も
交
え
て
安
全
対
策
に
つ
い
て

協
議
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
総
合
的
に

子
ど
も
の
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
市
道
の
改
良
、
補
修
、
安

全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
の
３
カ

年
で
集
中
的
に
実
施
す
べ
き
も
の
を
取
り
ま
と

め
た
計
画
を
本
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
こ
の
計
画
に
関
市
通
学
路
安
全
対
策
協
議

会
で
検
討
し
た
結
果
を
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
通
学
路
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

質
問
　
調
査
の
進
捗
、
今
後
の
対
応
は

　

答
弁　

市
で
は
、
昨
年
よ
り
学
校
敷
地
か
ら

約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
通
学
路
を
重
点
対

象
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
点
検
調
査
お

よ
び
安
全
対
策
の
周
知
・
啓
発
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年
５
月
末
時
点
で
、
関
地
域
の
小
学

校
区
（
11
校
区
）
の
調
査
を
終
え
て
お
り
、
10

月
ま
で
に
は
、
洞
戸
、
板
取
、
武
芸
川
、
武
儀
、

上
之
保
地
域
の
小
学
校
区
（
８
校
区
）
の
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
は
２
０
２
件
で
、
こ
の
う
ち
１
６

１
件
が
建
築
基
準
法
の
基
準
外
で
あ
る
か
、
ま

た
は
経
年
劣
化
に
よ
る
危
険
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
残
り
の
８
校
区
の
調
査
が
終
了
次

第
、
再
度
１
回
目
の
調
査
結
果
を
基
に
危
険
の

可
能
性
が
あ
る
と
判
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
巡

回
し
、
改
修
状
況
を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
危
険
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
定
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
所
有
者
へ
は
、
巡
回
時
に

再
訪
問
し
、
安
全
対
策
の
啓
発
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通

質
問
　
運
行
状
況
と
今
後
の
課
題
は

　

答
弁　

市
内
を
巡
回
す
る
バ
ス
路
線
は
、
買

い
物
循
環
線
と
市
街
地
病
院
循
環
線
、
わ
か
く

さ
・
小
金
田
線
、
わ
か
く
さ
・
千
疋
線
の
４
路

線
を
定
時
定
路
線
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
富
野
地
区
、
田
原
地
区
、
迫

間
地
区
、
向
山
地
区
に
お
い
て
予
約
の
あ
っ
た

乗
降
所
か
ら
目
的
地
付
近
の
乗
降
所
ま
で
を
ワ

ゴ
ン
車
に
て
乗
合
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
瀬
尻
・
広
見
地
区
と

下
有
知
地
区
に
お
い
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
同
様

に
予
約
乗
降
所
か
ら
目
的
地
付
近
の
乗
降
所
ま

で
を
タ
ク
シ
ー
に
て
乗
合
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
す
る
中
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
民
の
方
か
ら
は
、
バ
ス
停
や
乗
降

所
の
新
設
、
便
数
の
増
、
近
隣
市
町
へ
の
移
動
、

運
行
形
態
を
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
変
更
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
公
共
交
通
の
効
率
的
・
効
果
的
な
運
用
を

し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
要
望
に
ど
う
応
え
て
い

く
か
が
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
森
林
資
源

質
問
　
活
用
状
況
と
間
伐
材
の
管
理
体
制
は

　

答
弁　

主
伐
や
間
伐
で
搬
出
さ
れ
た
木
材

は
、
建
築
用
資
材
や
合
板
の
ほ
か
、
約
７
割
の

木
材
は
粉
砕
、
チ
ッ
プ
化
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
燃
料
や
パ
ル
プ
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
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て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
市
は
県
と
郡
上
市
な
ど

の
６
市
町
村
と
合
同
で
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
の
ビ

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
に
市
有
林
の
木
材
を
提
供
し
、

関
市
産
材
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
間
伐
方
法
に
つ
い
て
は
、
10
年
ほ
ど

前
ま
で
は
、
搬
出
で
き
な
い
木
材
は
現
場
に
残

し
た
ま
ま
に
す
る
切
捨
て
間
伐
が
主
流
で
し
た

が
、
森
林
作
業
道
の
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械

な
ど
の
導
入
や
技
術
力
の
向
上
に
よ
り
、
現
在

は
、
切
り
倒
し
た
木
材
を
で
き
る
だ
け
持
ち
出

し
て
利
用
す
る
搬
出
間
伐
に
切
り
替
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
間
伐
材
の
活
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

森
林
内
か
ら
木
材
を
搬
出
す
る
こ
と
は
、
豪
雨

時
の
放
置
間
伐
材
の
流
出
に
起
因
す
る
災
害
の

軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
制
70
周
年
・
合
併
15
周
年

質
問
　
記
念
式
典
・
記
念
事
業
の
予
定
は

　

答
弁　

本
市
は
令
和
２
年
に
、
昭
和
25
年
の

市
制
施
行
か
ら
70
周
年
、
平
成
17
年
の
市
町
村

合
併
か
ら
15
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
を

迎
え
ま
す
。

　

記
念
式
典
に
つ
い
て
は
、
市
制
記
念
日
の
令

和
２
年
10
月
15
日
に
行
う
予
定
で
、
市
制
70
周

年
記
念
特
別
感
謝
状
の
贈
呈
、
市
政
功
労
者
表

彰
な
ど
に
合
わ
せ
、
催
し
物
と
し
て
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
も
し
く
は
記
念
講
演
を
行
う
こ
と
で
調

整
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
検
討
段
階
で
す
が
、

大
相
撲
関
場
所
な
ど
を
開
催
で
き
る
よ
う
調
整

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
関
係
す
る
文
化

人
を
招
へ
い
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、
そ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
関
市

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
合
併

15
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
記
念
事
業
を
市
中
心
部
だ
け
で
は
な
く
、

旧
町
村
の
各
地
域
で
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
片
倉
グ
ラ
ウ
ン
ド

質
問
　
排
水
対
策
は

　

答
弁　

片
倉
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
雨
天
後
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
駐
車
場
の
状
態
が
悪
い
こ
と
や
、

防
球
ネ
ッ
ト
が
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
な
ど
利

用
者
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
た
た
め
、
排

水
工
事
や
防
球
ネ
ッ
ト
の
張
替
え
、
駐
車
場
な

ど
の
整
備
を
行
い
、
本
年
３
月
に
完
成
し
ま
し

た
。
排
水
対
策
と
し
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
改

良
剤
を
加
え
る
ク
レ
イ
舗
装
を
行
う
こ
と
で
雨

水
な
ど
が
流
れ
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
勾
配
を
つ
け
て
雨
水
な
ど
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
横
の
水
路
に
流
れ
る
よ
う
改
良
を
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
排
水
改
良
に
よ
っ
て
、

流
量
が
増
え
、
既
設
水
路
の
排
水
能
力
を
超
え

て
し
ま
い
、
雨
が
降
る
度
に
排
水
路
が
あ
ふ
れ

る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
、
地

元
と
協
議
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
排
水
能
力
を

高
め
る
工
事
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
に
は
防
草
シ
ー
ト

を
敷
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
雨
水
が
シ
ー
ト

下
に
流
れ
込
み
、
砂
が
側
溝
に
流
れ
込
む
状
態

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
排
水
の
改
良
工
事
と
セ

ッ
ト
で
対
策
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
豪
雨
災
害
対
策

質
問
　
今
年
度
の
市
の
対
応
は

　

答
弁　

今
年
度
は
、
最
重
要
施
策
と
し
て
防

災
・
減
災
対
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
は
、
津
保
川
流
域
に
お

い
て
、
県
が
実
施
す
る
浸
水
対
策
重
点
地
域
緊

急
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
指
定
避
難
所
の
富
野
小

学
校
、
武
儀
西
小
学
校
、
津
保
川
中
学
校
と
、

福
祉
避
難
所
の
武
儀
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
４

施
設
に
つ
い
て
、
施
設
の
周
辺
を
囲
む
よ
う
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
な
ど
を
設
置
し
、
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
安
全
な
避
難
を
行
う
た
め
の
「
災
害
避
難

カ
ー
ド
の
作
成
事
業
」
や
、
市
民
の
防
災
意
識

の
向
上
、防
災
知
識
の
習
得
を
促
す
た
め
の「
せ

き
市
民
防
災
フ
ェ
ア
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た

め
「
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
」
の
機
能
向
上
を
図
り
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ラ
イ
ン
お
よ
び
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
時
配
信
さ
れ
る
機
能
を
追
加

し
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
防
災
・
減
災

対
策
事
業
を
効
果
的
に
進
め
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税

質
問
　
ル
ー
ル
改
正
に
よ
る
市
の
対
応
は

　

答
弁　

国
が
示
し
た
本
年
６
月
か
ら
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
た
め
、

本
市
で
は
、
返
礼
品
の
調
達
価
格
が
寄
付
金
額

の
３
割
以
下
に
な
る
よ
う
、
昨
年
度
に
お
い
て

寄
付
金
額
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

国
の
基
準
に
明
確
に
適
合
す
る
地
場
産
の
返
礼

品
の
み
を
取
り
扱
う
こ
と
と
し
、
昨
年
度
多
い

時
期
に
は
約
８
５
０
品
目
あ
っ
た
返
礼
品
を
、

現
在
は
５
０
０
品
目
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
地
場
産
品
の

調
達
だ
け
で
な
く
、
寄
付
者
が
本
市
へ
訪
れ
る

な
ど
、
観
光
や
交
流
に
よ
る
経
済
振
興
に
繋
が

る
手
段
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
５
０

０
品
目
に
減
っ
た
返
礼
品
を
、
で
き
れ
ば
８
月

を
め
ど
に
約
８
０
０
品
目
に
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
し
、
納
税
が
増
え
る
秋
以
降
、
で
き
る

限
り
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
情
報
発
信
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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住
宅
地
等
に
お
け
る
農
薬
使
用

質
問
　
農
薬
使
用
の
抑
制
や
環
境
配
慮
に
向
け

た
取
組
は

　

答
弁　

市
が
所
管
す
る
公
共
施
設
で
は
、
除

草
剤
な
ど
農
薬
を
使
用
し
て
お
ら
ず
、
環
境
に

配
慮
し
た
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
市

民
に
対
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
せ
き

に
掲
載
す
る
な
ど
し
て
、
農
薬
の
適
正
な
使
用

に
つ
い
て
の
周
知
、
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
に
、
よ
り
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
農
薬
の
空
中
散
布
を
実
施
す
る
事
業
者
に

は
、
病
院
の
近
隣
１
０
０
ｍ
以
内
お
よ
び
住
宅

の
近
隣
30
ｍ
以
内
で
は
散
布
を
行
わ
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
を

散
布
す
る
２
～
３
週
間
前
に
は
近
隣
住
民
へ
案

内
文
を
送
付
し
、
散
布
す
る
農
地
に
は
立
て
看

板
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
散
布
の
前
日
に
は
広

報
車
に
て
周
知
を
図
る
な
ど
、
近
隣
住
民
へ
配

慮
し
た
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
を
放

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局 （
☎
23
―
９
０
６
８
）

 

審
議
の
結
果

案議般一 係関例条
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整
備

（
建
築
・
外
構
）
工
事
）

財
産
の
取
得
（
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
板
取
事
務
所
複
合
化
改
修
（
建

築
）
工
事
）

工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結
（
白
金
下
水
処
理
場

流
量
調
整
槽
建
設
工
事
委
託
）

関
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

関
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

関
市
準
用
河
川
流
水
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

関
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

関
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部
改
正

関
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

関
市
有
線
放
送
施
設
条
例
の
一
部
改
正

関
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

関
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

関
市
第
2
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
制
定

関
市
第
1
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

他のそ 案提員議 告報 算予正補
関
市
議
会
総
務
厚
生
委
員
会
及
び
建
設
環
境
委
員
会
の
閉
会

中
の
継
続
調
査

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止
と
普
天
間
基
地
の
沖
縄
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民
的
議
論
に
よ
り
民
主
主
義
及

び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提
言
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

平
成
30
年
度
関
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告

平
成
30
年
度
関
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告

平
成
30
年
度
関
市
下
水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告

平
成
30
年
度
関
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

令
和
元
年
度
関
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

令
和
元
年
度
関
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

令
和
元
年
度
関
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
2
号
）

令
和
元
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

令
和
元
年
度
補
正
予
算
　
専
決
処
分
の
承
認〈
2
件
〉

【
一
般
会
計（
第
2
号
）／
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
1
号
）】

承
認

否
決

可
決

可
決

報
告

報
告

報
告

報
告

可
決

可
決

可
決

可
決

承
認
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